


ごあいさつ 

 

 ２００８年 は、和 同 開 珎 が発 行 された７０８（和 銅 元 ）年 から１３００年 にあたります。 

 永 らく、日 本 最 初 の貨 幣 は和 同 開 珎 とされてきましたが、１９９８年 の奈 良 ・飛 鳥 池 遺

跡 の発 掘 調 査 で、「富 本 銭 」が和 同 開 珎 より遡 る７世 紀 後 半 に鋳 造 されていた事 実 が

明 らかになり、古 代 貨 幣 史 は大 きく塗 り替 えられることになりました。 

 本 企 画 展 では、和 同 開 珎 をはじめとする当 時 の貨 幣 や当 館 の多 彩 な資 料 をご覧 い

ただくとともに、古 代 の貨 幣 が律 令 国 家 成 立 の過 程 で発 行 された理 由 は何 か、また、

どのように製 造 され、人 々の間 で使 われていたのか、そしてなぜ１０世 紀 には発 行 が途

絶 えたのかを、最 新 の研 究 成 果 を踏 まえて紹 介 いたします。当 館 が所 蔵 するさまざま

な種 類 の古 代 銭 貨 の成 分 分 析 結 果 や計 測 データも同 時 に展 示 いたします。 

 古 代 より近 世 まで基 本 的 には変 わることのなかった銭 貨 の鋳 造 技 術 についても、主

な原 料 である銅 の生 産 から銭 貨 の鋳 造 までの流 れに沿 って、和 同 開 珎 の鋳 型 などの

鋳 造 関 連 資 料 とあわせてご覧 いただけます。 

 なお、展 示 室 の奥 ではサテライト展 示 として、日 本 の銭 貨 の源 流 ともいえる古 代 中 国

銭 の鋳 造 技 術 を紹 介 いたします。今 回 初 めて古 代 中 国 銭 の各 種 鋳 型 を公 開 してい

ますので、是 非 この機 会 にご覧 ください。 

 本 企 画 展 開 催 にあたり、ご協 力 を賜 りました関 係 各 位 に心 からお礼 を申 し上 げま

す。 

 

日 本 銀 行 金 融 研 究 所 貨 幣 博 物 館  
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芳 川 維 堅 『和 漢 泉 彙 』

1793(寛 政 5)年  

【無文銀銭と富本銭】 

●無文銀銭 

 無 文 銀 銭 は中 央 に小 孔 があり、径 3cm 前 後 、厚 さ約 2mm の銀 製 小 円 板 です。 
 

《無 文 銀 銭 の出 土 分 布 》 

無 文 銀 銭 は畿 内 とその周 辺 の１６遺 跡 から出 土 しています。地 域 的 には 7 世 紀 後 半 に宮 都 が置 かれた

大 和 、近 江 に集 中 しています。その遺 跡 の年 代 は７世 紀 後 半 から 9 世 紀 と考 えられます。 
 

《無 文 銀 銭 の重さ》 

無 文 銀 銭 には銀 片 が貼 り付 けられたものが多 く、1 分 （1

両 の 1/4,10.55g)に整 えられた可 能 性 が高 いと考 えられます。

このことから、銀 としての地 金 価 値 で使 われたとも考 えられて

います。しかし、一 方 で重 さのばらつきなどを重 視 し、厭 勝 銭

ではないかと考 える立 場 もあります。 
 

《無 文 銀 銭 が掲 載 された銭 譜》 

・芳 川 維 堅 『和 漢 泉 彙 』 1793(寛 政 5)年  

 「無文銀銭」という名称が初めて用いられます。

1761(宝暦 11)年に摂津国真寳院から約 100 枚の無文銀

銭が出土しました。これを芳川維堅は、『日本書紀』

の顕宗紀（顕宗天皇 2 年 10 月癸亥条）にある銀銭と

しています。  
 
・穂 井 田 忠 友 『中 外 銭 史 』 1831(天 保 2)年  

 顕宗紀の記事を紹介していますが、製作年代などに

ついては、慎重な立場をとっています。  
 

 

●富本銭 
 

《富 本 銭の銭 文》 

 「富 本 」には「民 や国 を富 ま

せる本 」という願 いがこめられ

ています。 

 左 右 に並 ぶ七 星 は、中 国

の陰 陽 五 行 思 想 における陽

（日 ）・陰 （月 ）と木 火 土 金 水

を総 称 した七 曜 にあたり、陰

陽 五 行 思 想 の シ ン ボ ル と し

て七 曜 文 が 採 用 さ れ た と 考

えられます。 
 

《富 本 銭の出 土 分 布》 

 富 本 銭 は 11 遺 跡 から出 土

しており、3 遺 跡 を除 き藤 原

京 ・ 平 城 京 を 中 心 と し た 畿

内 からの出 土 です。これらは

条 坊 道 路 側 溝 からの出 土 が

多 く 、 平 城 京 に お け る 和 同

開 珎 の出 土 状 況 との共 通 性

が指 摘 されています。 

 

 

※富 本 銭 が掲 載 された銭 譜 は 23

ページをご覧 ください 
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【和同開珎の時代－奈良時代に使われた貨幣－】 
 

●和同開珎 708（和 銅 元 ）年 5 月 11 日  発 行 （元 明 天 皇 ,『続 日 本 紀 』） 
和 同 開 珎 の発 行 後 、711（和 銅 4)年 5 月 には、穀 6 升 を銭 1 文 と高 い価 値 に定 め、10 月 にそれを前 提 として銭

貨 に関 わる次 の法 令 を定 めました。 

①役 人 に対 する主 要 な給 与 の一 部 を銭 貨 で支 給 する 

②一 定 額 の銭 貨 を貯 めて国 家 に差 し出 すことで額 に応 じた位 階 を与 える （蓄 銭 叙 位 法 ） 

③私 鋳 銭 の厳 禁  

翌 年 には、平 城 京 の建 設 労 働 者 への労 賃 を銭 貨 で支 払 うことが定 められました。 
 

★実態は・・  和 同 開 珎 は、律 令 国 家 によって高 い価 値 を与 えられましたが、私 鋳 銭 の横 行 や国 家 による

和 同 開 珎 の増 産 などによって、民 間 で使 用 される銭 貨 の価 値 は下 落 しました。721（養 老 5）

年 、722（養 老 6）年 、国 家 の定 めた価 値 （法 定 価 値 ）と民 間 で使 用 される価 値 （実 勢 価 値 ）

を合 わせるため、それまでの法 定 価 値 を切 り下 げました。  

 

《「古 和 同」と「新 和 同」》 

  和 同 開 珎 はつくりの精 粗 などから「古 和 同 」「新 和 同 」として大 別 されてきました。 

「古和同」 「新和同」

つくり
・全体のつくりがやや稚拙
・「開」の字は現在と同じ字体
（現存数は稀少）

・「開」の字が隷書体
り）（開元通宝に似たつく

主な成分
・銅含有量が多い
・アンチモンを含むものが多い
（鉛の含有量は僅か）

・銅のほかに、鉛を多く含む

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●万年通宝 760（天 平 宝 字 4）年 3 月 16 日  発 行 （淳 仁 天 皇 ,『続 日 本 紀 』） 
 万 年 通 宝 は、時 の権 力 者 藤 原 仲 麻 呂 （恵 美 押 勝 ）により、金 銭 「開 基 勝 宝 」、銀 銭 「太 平 元 宝 」とともに発 行 され

ました。万 年 通 宝 の鋳 造 期 間 は 5 年 半 と古 代 銭 貨 の中 で最 も短 いものでした。 

 万 年 通 宝 は、和 同 開 珎 の 10 倍 の価 値 を与 えられ、また金 ・銀 ・銅 銭 の換 算 率 は 1：10：100 と定 められました。 

 

★実態は・・  万 年 通 宝 １枚 ごとに和 同 開 珎 10 枚 分 を回 収 する予 定 でしたが、実 際 は 2 種 類 の銭 貨 が

併 用 され、万 年 通 宝 は定 められた価 値 で流 通 せず、新 銭 の私 鋳 銭 も横 行 しました。 

            

・開 基 勝 宝  金 銭  760（天 平 宝 字 4）年 発 行  と太 平 元 宝  銀 銭  760（天 平 宝 字 4）年 発 行  

   この２種 類 の銭 貨 は、その流 通 などの実 態 については、明 らかではありません。 

 
●神功開宝 765（天 平 神 護 元 ）年 9 月 8 日  発 行 （称 徳 天 皇 ,『続 日 本 紀 』） 

 神 功 開 宝 は、764 年 に藤 原 仲 麻 呂 が滅 ぼされ、称 徳 天 皇 ・道 鏡 政 権 下 で発 行 されました。仲 麻 呂 の一 連 の施 策

を否 定 したことの一 環 と考 えられます。 

 
★実態は・・  3 種 類 の銭 貨 が同 時 に流 通 することで、銭 貨 流 通 はさらに混 乱 を極 めました。国 家 は対 策 と

して 772（宝 亀 3）年 、和 同 開 珎 の使 用 を禁 止 し、神 功 開 宝 と万 年 通 宝 を同 じ価 値 としました

が、結 局 、779（宝 亀 10）年 に、和 同 開 珎 を含 めた 3 種 類 をすべて同 じ価 値 にしました。 

《和 同 開 珎 の意 味 と読 み方》 

和 同 開 珎 の銭 文 は、「和 同 」の意 味 と「開 珎 」の読 みについて長 年 にわたって論 争 が繰 り広 げられてきました

が、近 年 以 下 のような見 方 が有 力 となっています。 
 

 

(隷 書 体 )

「古 和 同 」 「新 和 同 」 

＜「和 同 」の意 味 ＞ 
 

万 物 の 調 和 が とれた 状 態 を 示 す吉 祥 語

（縁 起 のよい言 葉 ）。この吉 祥 語 が選 ばれた

の は 、 708 （ 慶 雲 ５ ） 年 に 武 蔵 国 よ り 朝 廷 に

銅 が献 上 され、「和 銅 」と改 元 されたことを意

識 してのことと考 えられる。 

 

＜「開 珎 」の読 み方 ＞ 

 
和 同 開 珎 と同 じ時 期 の史 料 では  

・「寳 (宝 )」を「珎 」と略 したり、「珎 」を「ほう」と読 んだりした事 例 がない 

・「珎 」が「珍 」の別 字 で、「チン」と発 音 されていた 

以 上 のことから「わどうかいちん」と読 む。 
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